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NEWS
ふるさと

第⑦回

◆第37回電設工業展（JECA FAIR）
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00（初日は10：30から・最終
日は16：30まで）▷会場：東京ビ
ッグサイト西1・2ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷主催：一般
社団法人日本電設工業協会/問合
せ先：03-5413-2163（事務局）

◆自治体総合フェア2019
会期：2019年5月22日（水）～ 24
日（金）▷開催時間：10：00 ～ 
17：00▷会場：東京ビッグサイ
ト西3ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷主催：一般社団法人日
本経営協会/問合せ先：03-3403-
1338（事務局）

◆バイオマスエキスポ2019
会期：6月5日（水）～ 7日（金）▷
開催時間：10:00 ～ 17:00▷会
場：東京ビッグサイト青海展示
棟（東京都江東区青海1丁目2番
33）▷参加費：1,000円（事前登録
者、招待券持参者、中学生以下
は無料）▷主催：バイオマスエキ
スポ実行委員会、日刊工業新聞

社/問合せ先03-5644-7221（日刊
工業新聞社総合事業局イベント
事業部）

●小水力発電入門セミナー
会期：2019年4月25日（木）▷開催
時間：①小水力ことはじめ13：30
～ 15：00②小水力発電設備のあ
らまし15：15 ～ 16：45▷会場：
全国小水力利用推進協議会事務所
セミナー室（東京都豊島区巣鴨2-1
1-4第三高橋ビル８階）▷対象：小
水力発電の概要、仕組み等につい
て初心者の方を対象▷参加費：当
協議会団体正会員の役職員、個人
正会員3,000円、当協議会団体賛
助会員の役職員、個人賛助会員
5,000円、会員以外の方6,000円▷
申込問合せ先：全国小水力利用推
進協議会（電話03-5980-7880もし
くはメールseminar@j-water.org）

●日経SDGs ／ ESGサミット2019
会期と開催イベント：5月8日
（水）「日経SDGsフォーラム シ
ンポジウム」／ 5月9日（木）「TI
CAD7プレビュー シンポジウム」・
「社会的共通資本と医療シンポ
ジウム」・「SDGs ／ ESG会議」▷
時 間：10：00 ～ 17：40（開 場

9:30 ～）▷会場：品川プリンス
ホテル アネックスタワー 5階
（東京都港区高輪4-10-30）▷参
加費：無料（事前登録制）▷主催：
日本経済新聞社／日経BP/問合
せ 先：https://project.nikkei
bp.co.jp/event/sdgs1905/top/

●2019年度 地熱開発技術者研修
会開催
日 時：2019年5月16日（木 ）10：
00 ～ 17：00（受付開始9：30）／
17日（金）9：30 ～ 16：20▷会場：
石垣記念ホール（東京都港区赤
坂1-9-13 三会堂ビル9階）▷参
加費：（1名・2日間）賛助会員2
万5,000円／一般　3万円▷主催：
一般財団法人新エネルギー財団
/問合せ先：03-6810-0366（新エ
ネルギー財団 水力地熱本部）

●2019年度産総研福島再生可能エ
ネルギー研究所研究成果報告会
会期：2019年5月22日（水）▷時
間：10：00 ～ 17：00（交 流 会：
17：15 ～ 19：30）▷会場：郡山
ビューホテルアネックス（福島
県郡山市中町10-10）▷参加費：
無料（交流会は5,000円）▷主催：
国立研究開発法人産業技術総合
研究所 福島再生可能エネルギ

ー 研 究 所（FREA）/問 合 せ 先：
frea-sympo-ml@aist.go.jp（研
究成果報告会事務局）

●FCDIC第26回燃料電池シンポジウム
会期：2019年5月23日（木）・24日（金）
▷会場：タワーホール船堀（東京都
江戸川区船堀 4-1-1）▷参加費：一
般参加者＝早期割引料金（4月22日
迄）8,000円・通常料金（4月23日以
降）10,000円など各種あり要確認▷
主催：一般社団法人燃料電池開発情
報センター（FCDIC）/問合せ先：03-
6206-0231（FCDIC内）

●第56回 日本伝熱シンポジウム
会 期：2019年5月29日（水 ）～ 31日

（金）▷会場：あわぎんホール 徳島
県郷土文化会館（徳島県徳島市藍場
町2丁目14番地）▷参加費：早期申
込（～4月5日）会員・一般1万2,000
円など各種あり要確認▷主催：公
益社団法人日本伝熱学会/問合せ
先：symp2019@htsj-conf.org

●世界水素技術会議（WHTC）2019
会期：2019年6月2日（日）～ 7日

（金）＊展示会6月4日（火）・5日
（水）／テクニカルツアー 6月6日
（木）・7日（金）▷会場：東京国際
フォーラム（東京都千代田区丸の
内3丁目5-1）▷主催：一般社団法

人水素エネルギー協会（HESS）/問
合 せ 先：org@whtc2019.jp

（WHTC2019組織委員会）＊参加費・
詳細スケジュール等要確認

●エナジー・ストレージ・サミッ
ト・ジャパン（ESSJ）2019
会期：2019年6月4日（火）～6日（木）
▷概要と開催時間：4日[エグゼク
ティブ・デイ（招待者のみ）] ／ 5
日[会議・公開セミナー ]9:00 ～
18:00（ネットワーキング・レセプ
ション18:00 ～ 19:30）／ 6日[蓄エ
ネ施設見学ツアー ]8:30 ～ 17:00

（人数制限あり）※全て日英通訳付
き▷会場：東京国際フォーラム（東
京都千代田区丸の内3丁目5-1）／
見学ツアー（チャーターバスでの
移動。早稲田大学スマート社会技
術融合機構（ACROSS）EMS新宿実証
センター／セブンイレブン相模原
橋本台１丁目店ほか予定）▷参加
費：5日（1日券）18,000円（税別）／
6日サイトツアー 20,000円（税別）
主催：株式会社メッセ・デュッセ
ルドルフ・ジャパン/問合せ先03-
5210-9951（ESSJデスク）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会

▼
郷
里
・
鶴
岡
に
19
年

鶴
岡
は
筆
者
の
故
郷
、
生

ま
れ
た
街
で
あ
る
。
正
直
に

言
え
ば
、
生
ま
れ
た
の
は
、

鶴
岡
市
関
根
と
い
う
山
間
部

で
、
小
学
校
は
田
川
小
学
校

関
根
分
校
で
あ
っ
た
。
１
年

か
ら
４
年
生
ま
で
で
、
５
年

に
な
る
と
、
２
ク
ラ
ス
の
本

校
に
通
っ
た
。
中
学
校
は
、

持
ち
上
が
り
で
田
川
中
学
校

に
通
っ
た
。

中
学
３
年
生
の
２
月
に
、

母
親
が
胃
癌
で
亡
く
な
り
、

高
校
入
試
、
さ
ら
に
生
家
が

国
道
整
備
に
よ
り
代
替
の
鶴

岡
の
新
興
住
宅
地
に
引
っ
越

し
た
。
高
校
３
年
生
の
４
月

に
は
、
療
養
中
の
父
親
が
病

死
し
、
立
て
続
い
て
人
生
の

変
局
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
間
、
郵
便
局
や
農
機

具
会
社
、
新
聞
配
達
、
さ
ら

に
、
地
元
の
老
舗
の
鰻
割

烹
で
出
前
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
通
じ
て
鶴
岡
の
街

を
あ
る
程
度
知
っ
た
が
、

高
校
卒
業
と
同
時
に
千
葉

県
習
志
野
市
の
大
手
電
機

会
社
に
就
職
し
鶴
岡
を
離

れ
た
。
２
年
後
、
大
学
に

入
学
し
た
。
以
来
、
大
学

や
大
学
院
を
修
了
し
、
自
身

も
大
学
で
教
育
や
研
究
し
定

年
と
な
り
、
現
職
を
し
て
い

る
。い

ず
れ
、
詳
し
く
筆
者
の

人
生
を
振
り
返
る
機
会
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
回
は
、
ほ

ぼ
19
年
暮
ら
し
た
郷
里
・
鶴

岡
の
旅
に
つ
い
て
記
す
。

▼
ふ
る
さ
と
の
情
景

鶴
岡
を
離
れ
、
も
は
や
50

年
が
経
過
し
た
。
鶴
岡
に
暮

ら
し
た
年
月
の
２
倍
以
上

を
、
千
葉
県
と
東
京
都
で
過

ご
し
た
。
故
郷
の
情
景
は
、

こ
の
コ
ラ
ム
の
第
１
回
で
記

し
た
よ
う
に
、「
故
郷
は
遠

き
に
思
う
も
の
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
天
も
地
も
一
体
と
な

っ
た
感
慨
に
他
な
ら
な
い
。

そ
の
思
い
出
の
一
端
を
記

す
と
、
新
潟
地
震
（
昭
和
39

年
６
月
16
日
）
を
中
学
の
と

き
に
体
験
し
た
。
教
室
の
机

が
左
隅
の
方
に
ベ
ク
ト
ル
移

動
し
た
。
老
舗
鰻
割
烹
「
長

山
亭
」
で
の
出
前
の
ア
ル
バ

イ
ト
は
、
い
ま
思
う
と
、
市

内
の
風
間
家
は
じ
め
旧
家
の

日
常
を
知
る
ま
た
と
な
い
経

験
と
な
っ
た
。
鶴
岡
名
物
の

天
神
祭
（
化
け
も
の
祭
）、

羽
黒
三
山
、
磯
釣
り
、
温
泉

地
、
京
風
地
元
料
理
や
風
習

は
、
鶴
岡
ら
し
さ
の
文
化
や

伝
統
で
あ
る
。
そ
う
し
た
誇

り
や
意
義
に
気
が
付
い
た
の

は
、
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。

西
郷
隆
盛
、
酒
井
藩
主
と

家
老
、
本
間
家
な
ど
の
ほ

か
、
清
川
八
郎
、
石
原
莞

爾
、
高
山
樗
牛
、
丸
谷
才

一
、
藤
沢
周
平
、
今
道
友

信
、
加
藤
紘
一
な
ど
の
先
人

た
ち
の
行
い
や
歴
史
に
由
来

し
て
い
る
。
今
年
、
筆
者
は

鶴
岡
の
墓
所
に
眠
っ
て
い
る

茨
木
の
り
子
の
詩
情
の
表
現

活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

▼
鶴
岡
と
庄
内
映
画
村

鶴
岡
市
の
前
市
長
は
田
川

中
学
校
の
先
輩
で
あ
っ
た

が
、
２
年
前
に
40
歳
代
の
皆

川
治
市
長
が
誕
生
し
、
若
い

気
風
が
生
ま
れ
て
い
る
。
２

０
１
８
年
に
は
、
前
市
長
の

事
業
と
し
て
の
鶴
岡
市
文
化

会
館
「
荘
銀
タ
ク
ト
」
が
完

成
し
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の

地
は
、
庄
内
藩
校
・
致
道
館

や
慶
応
義
塾
大
学
の
研
究
施

設
が
あ
り
、
城
址
公
園
に
あ

る
。
ま
た
、
最
新
の
話
題
に

は
、
水
田
に
キ
ッ
ズ
ド
ー
ム

「
ソ
ラ
イ
」
が
出
来
た
こ
と

が
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
２
０
１
４

年
12
月
に
、
鶴
岡
市
が
ユ
ネ

ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に
認

あ
る
。
明
治
５
年
（
１
８
７

１
年
）、
旧
庄
内
藩
士
約
３

０
０
０
人
が
、
刀
を
鍬
に
持

ち
か
え
、
わ
ず
か
２
カ
月
で

百
町
歩
（
約
１
０
０
㌶
）
の

原
生
林
を
開
墾
し
た
。
明
治

７
年
に
は
３
０
０
㌶
以
上
の

桑
園
が
完
成
し
、
明
治
８
～

10
年
に
は
３
階
建
の
大
蚕
室

10
棟
が
建
設
さ
れ
た
。
蚕
種

か
ら
絹
織
物
の
製
品
化
ま
で

一
貫
し
た
工
程
が
こ
の
地
に

出
来
で
き
、
鶴
岡
は
、
絹
織

物
の
主
力
地
と
な
っ
た
。

残
っ
て
い
た
５
棟
の
蚕
室

を
用
い
て
、
開
墾
記
念
館
、

レ
ス
ト
ラ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
、

蔵
・
映
画
村
事
務
所
、
陶
芸

教
室
工
房
、
農
具
館
、
映
画

村
資
料
館
と
し
て
、
体
験
・

交
流
・
観
光
施
設
が
つ
く
ら

れ
た
。
資
料
館
か
ら
数
㌔
㍍

先
に
は
、
１
０
０
㌶
の
映
画

Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
子
供
た
ち

に
創
造
学
習
、
も
の
づ
く
り

体
験
を
行
っ
て
い
る
。
主
宰

し
て
い
る
富
樫
氏
は
人
物
と

と
も
に
作
品
に
も
魅
力
と
革

新
が
あ
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
が

大
き
い
。
一
辺
倒
の
思
考
で

な
い
な
い
こ
と
が
創
造
性
と

合
致
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
敬
天
愛
人
が
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
し
て
見
え
隠
れ
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
天
と
地

は
先
端
と
末
端
に
も
通
じ
る

が
、
一
方
に
固
執
す
る
の
で

は
な
く
、
絶
え
ず
両
極
を
見

る
視
点
が
道
で
あ
る
と
い
え

る
。「
日
本
国
」
は
、
鶴
岡

に
あ
っ
て
、
世
間
に
天
地
自

然
の
道
と
物
と
人
の
見
方
を

伝
え
て
い
る
。

る
。ロ

ン
グ
テ
ー
ル
の
人
気
を

維
持
し
て
い
る
の
は
、
西
郷

ど
ん
も
同
様
で
あ
る
。
荘
内

南
洲
会
の
活
動
も
貢
献
し
て

い
る
。
筆
者
は
、
新
し
く
西

郷
ど
ん
の
関
り
を
今
回
の
旅

で
初
め
て
知
っ
た
。
熊
本
藩

の
加
藤
清
正
の
墓
所
が
藤
沢

周
平
の
生
地
近
く
曹
洞
宗
天

澤
寺
に
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。

し
か
も
、
西
郷
ど
ん
が
庄
内

征
伐
の
折
に
参
拝
し
た
と
い

う
。
本
堂
に
は
、
そ
の
清
正

所
縁
の
虎
の
書
画
が
掲
示
さ

れ
て
い
た
。

西
郷
隆
盛
と
庄
内
藩
中

老
・
菅
す
げ

実さ
ね
ひ
で
秀
は
、「
西
郷
ど

ん
」「
菅
は
ん
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、
菅
は
、
菅
原
道

撮
影
所
（
映
画
村
）
が
あ

り
、「
漁
村
」「
農
村
」「
宿

場
町
」「
山
間
集
落
」
の
撮

影
ス
タ
ジ
オ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、『
お
く
り

び
と
』
や
『
お
し
ん
』
な

ど
、
30
以
上
の
映
画
が
制
作

さ
れ
た
。

映
画
村
が
こ
の
地
に
設
置

さ
れ
た
の
は
、
製
糸
場
を
Ｉ

Ｔ
会
社
が
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
会
社
が
映
画
と

関
係
が
あ
っ
た
か
ら
と
い

う
。
鶴
岡
が
映
画
つ
く
り
の

メ
ッ
カ
に
な
っ
た
の
も
歴
史

の
巡
り
合
わ
せ
で
あ
る
と
い

え
る
。

▼
藤
沢
周
平
の
貢
献

鶴
岡
市
は
、
既
述
の
よ
う

に
著
名
な
文
学
者
を
輩
出
し

て
い
る
。
な
か
で
も
藤
沢
周

平
は
、
鶴
岡
を
プ
ラ
ス
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
周
知
し
た
。
作

品
に
登
場
す
る
海
坂
藩
は
庄

内
藩
が
モ
デ
ル
の
よ
う
だ

が
、「
海
坂
」
は
、
俳
句
集

の
名
前
に
由
来
す
る
と
い
う

の
が
一
般
で
あ
る
が
、
そ
の

名
前
へ
の
愛
着
は
、
藤
沢
の

生
地
と
の
関
り
に
よ
る
と
思

う
。鶴

岡
市
立
の
藤
沢
周
平
記

念
館
に
は
、
開
館
し
て
１
年

間
で
10
万
人
が
来
館
し
た
と

い
う
が
、
ほ
ぼ
10
年
で
30
万

人
で
あ
る
と
い
い
、
相
変
わ

ら
ず
の
藤
沢
文
学
人
気
で
あ

真
の
子
の
子
孫
で
あ

り
、
鶴
岡
天
神
祭
の
所

縁
と
も
な
っ
て
い
る
。

▼
日
本
国

鶴
岡
市
大
宝
寺
に

は
、「
日
本
国
」
と
い

う
地
名
が
あ
る
。
そ
の

地
名
に
は
、
慶
応
義
塾

大
学
先
端
技
術
研
究
所

や
県
立
鶴
岡
中
央
高

校
、
大
手
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
メ
ー
カ
ー
、
さ
ら
に

地
元
鉄
工
メ
ー
カ
ー
な

ど
が
あ
る
。
鉄
工
メ
ー

カ
ー
で
は
、「
日
本
国

末
端
技
術
研
究
所
」
と

い
う
看
板
を
掲
げ
、
Ｎ

庄内映画村資料館として利用されている明治創建の蚕室

慶応義塾大学先端技術研究所を意識した
日本国末端技術研究所の入口で富樫氏

日本国末端技術研究所の建屋／内部は子供たちのものづくり科学工房

定
さ
れ
、
世

界
発
信
を
し

て
い
る
。
２

０
１
６
年
に

は
、
山
岳
修

験
道
の
聖
地

で
あ
る
出
羽

三
山
が
、
日

本
遺
産
に
選

定
さ
れ
た
。

そ
の
端
緒

は
、
旧
庄
内

藩
主
が
肝
い

り
で
創
始
し

た
「
松
ヶ
丘

開
墾
場
」
で


